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平成２９年第５回永平寺町議会定例会議事日程 

（４日目） 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前 ９時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（齋藤則男君） おはようございます。 

 各議員におかれましては、お忙しいところをご参集いただき、ここに４日目の

議事が開会できますこと、心から厚く御礼を申し上げます。 

 今定例会は、クールビズ期間に伴い、本町においても議会開催中の服装をノー

ネクタイで臨んでおりますので、ご理解のほどお願い申し上げます。 

 本日の会議事件の説明者として、町長、副町長、教育長、消防長並びに各課長

の及び各課補助員の出席を求めてあります。 

 ただいまの出席議員は１７名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 本日の日程ですが、お手元に配付の議事日程表により議事を進めてまいります。 

 議案の審議につきましては、第１審議、第２審議、第３審議において審議を行

いたいと思います。 

 本日は、議案に対する質疑、第１審議を行います。 

 理事者から平成２９年度９月補正予算説明書をいただいておりますので、説明

書に基づいて十分なる審議をいただきますよう、お願いを申し上げます。 

 なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます

よう、よろしくお願いをいたします。 

～日程第１ 議案第４３号 平成２９年度永平寺町一般会計補正予算について～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第１、議案第４３号、平成２９年度永平寺町一般会計補

正予算についてを議題とします。 

 平成２９年度９月補正予算説明書に基づいて、それぞれの課ごとに補足説明が

あれば、これを認めます。 

 それでは、平成２９年度９月補正予算説明書の総務課関係、３ページの補足説

明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） それでは、総務課関係の補正予算につきましてご説明さ

せていただきます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 防災行政無線整備事業、負担金、補助及び交付金３８７万８，０００円の補正
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につきましては、防災行政無線による情報提供が困難な世帯に対しまして戸別受

信機を設置することで、気象情報や災害発生時の避難誘導などの情報提供をする

ため、戸別受信機購入者に補助するものでございます。 

 なお、補正額につきましては、当初、２０世帯分１８１万円を予算計上してお

りましたが、７月末現在で５８世帯５６８万８，０００円の申請がありましたの

で、不足額の３８世帯分３８７万８，０００円をお願いするものでございます。 

 以上、総務課関係の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただきますよう、お願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） 確認をさせていただきたいと思います。 

 防災行政無線の戸別受信機ということで、非常にこれは喜ばしいことだと思っ

てます。 

 これのちょっと確認なんですが、防災資材の補助規定がありますね。いろんな

地区とかそれの。その防災機材の補助の対象と重複することがあるのかないのか。 

 そういうふうな防災機材補助要綱の一つのあれだということで、例えば集落の

方が、聞こえにくいところも含めてそういうふうにしたときにはそれがある、そ

の対象に入ってくるのかということをちょっと確認したいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） まず、戸別受信機につきましては、これは自主防災組織

とは別で、各個人の方が聞こえないとかそういうような場合に申請していただい

て、町が補助するものでございます。 

 この資機材につきましては、自主防災組織等でそういったのがあった場合に自

主防災組織から町のほうへ申請していただきまして、それを町が支援するもので

ございます。町内会も含めての補助でございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） そうすると、今の自主防災組織からこの戸別受信機を、例え

ば要望するとそれに当てはまるんですか。当てはまらないでしょう。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） あくまでも、戸別受信機は個人の方で申請ということで



 －283－ 

考えていただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） これちょっと揚げ足取るようで申しわけないんですが、当然

その集落のところには入ってますね。集落の、例えば公民館とかには町のほうか

ら設備されてるんですが、そのほかに自主防災組織が欲しいんだということに、

ちょっとわからないんですけど、要は、これは防災資材の一つから外れてるとい

う判断をすればいいわけですね。そういう確認です。要はルート的にそういう、

これ言ったらそこでまたそこに入るというんではちょっとあれかなと思ったの

で。それだけ確認だけです。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） 戸別受信機と資機材だけはちょっと別物としてお考えを

いただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） ちょっと中身ですけれども、今回、７月エンドで５８世帯

ということで、ほぼこれでもう申請は終了という状況になるのかということと、

５８世帯で、補助額２分の１対象と、それから３分の２の非課税世帯というのが

あるんですけれども、この内訳、わかりましたら教えてください。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） まず、これは今申し上げましたとおり、７月末現在でご

ざいます。今後、台風とかもいろいろありまして、また個別に申請がまた上がっ

てくる可能性がございます。そういうことでもしあれば、また１２月補正で対応

させていただきたいと思っております。 

 それと、今回５８世帯ございまして、まず内訳ですけれども、松岡地区が６世

帯、永平寺地区が１７世帯、上志比地区が３５世帯ということで、合計５８世帯。

そのうち、３分の２という非課税世帯、これが９件ございます。ということで、

９世帯分が３分の２の補助ということでお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） これ今年度、今の７月時点ということですが、この申請に

応じて補助するというのは、いわゆるタイムリミット、期限というのはあるんで



 －284－ 

すか。それとも、いろんな関係から必要に応じた、申請したら特に年度にかかわ

らず補助してくれるということなんですか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） この戸別受信機につきましては、当初、例えば２０世帯

したら、もうほんで打ち切りという話もあったんですけれども、この戸別受信機

に関しましては、やっぱり聞こえない世帯、こういった災害、雨風強い中で実際

に聞こえないということも多々あります。そうした中で途中年度でも補正対応で

していくということで、議会からもそういった意見もございまして、１年を通し

て支援していくということでお考えいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） この補助につきましては、今年度から始まって、一応来

年度も継続ということでお考えいただければよいと思ってます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） この予算の補正ということで、今回このように３８世帯

の増額ということですが、これやっぱり町長も、すまいるミーティングですか、

または防災講話、そういったことで数多く、四十数件回られているということで、

これらについても必ず説明をしておられると思います。私のほうも、上合月区で

すけれども、聞いております。 

 この間の２５日も、皆さんも体験したと思うんですけれども、やはりああいう

集中豪雨、これになりますと、幾ら防災無線ががーがーがーがー鳴っても悲鳴を

上げているだけで何が何かさっぱりわからないと。それは対応としては、家で防

災テレビを見てチャンネルを見ればそれが詳しくわかりますけれども、やはり有

効に周知していくためには、この補助体制はもう少し強化、また幅広く住民の皆

さんに受けていただくというような諸案をまたこれからも総務課または町長、防

災講話ででもしっかりと広報していただきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） その辺につきましては、当初、１月の区長会、新しい区

長会のときもまた補助金に関しましてはまたしますけれども、そのほか広報紙等
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でもまた周知させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） この問題、戸別受信機、確かに大事なんですけど、これやっ

ぱり全体にどう聞こえるかというのを１回総点検する必要があると思っていま

す。特にああいう拡声器というのは指向性がありますので、音を遠くへ飛ばす、

それで近くへということできちっと設定されてるはずなんですが、もしそれに不

都合があるかどうかというのをどこかで１回点検するか、もしくは、例えば今、

戸別受信機が欲しいと言われるとか、聞こえないという声があるとしたら、地図

上にどこが聞こえないかというのを全部１回点で落としてみて、そうすると、そ

っちのほうにラッパを向ける必要があるかどうかというのも見えてくるはずなん

ですね。そういう点検をやっぱりきちっとした上でこういうこともあわせて、も

しそれでも聞こえないところにはこういう支援もするということをしていかない

と。 

 本来、最近は気密性の高い家が多いですから、僕らも近くにある関係で、音が

鳴るとそのうちに、ことしなんかは携帯にも入ってきますからね、僕らはわかる

んですが、高齢者はそれで、あとどうしたらいいのと、音が鳴って何か聞こえて

るけどどうしたらいいのという心配もあるので、内容がよくわかるように、やっ

ぱりどこかで１回、大体整備されましたから、１回また再点検することをやって

ほしいと思うんですね。ぜひ、問題があるという声があったら、それは必ず地図

上に落とす。それで、どこにそういう盲点があるかということを探ることも含め

てやってほしいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） 防災行政無線のこの周知につきまして、当初からラッパ

のほう、こういうなのを、全方向には難しいんで、その地域の中で最適な部分と

いうことで当初設置をいたしております。そうした中で、今申し上げましたとお

り、やはり雨風で聞こえない箇所も多々あると思います。そういったところで個

人の方でもし聞こえなければ、こういうようなことで戸別受信機を設置していた

だきたいということで申請いただいているのは、こういった趣旨でこういうよう

な補助金の制度をちょっと設けさせていただいたところで、またそれにつきまし

ても、雨風     、そんなときに再度確認のほうはちょっとさせていただき

たいかなと思っております。 
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 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 なければ次、財政課関係、２ページの補足説明を求めます。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） それでは、財政課関係の説明でございますが、２ページ

をお願いいたします。 

 財政課関係は歳入のみでございます。 

 まず、下のほうから順番に行きますと、まず町債、合併特例債４，１００万円

でございますが、これは旧永平寺町商工会上志比支所改修工事の財源といたしま

して合併特例債を計上しております。 

 そしてその上、繰越金、前年度繰越金１億５５７万円でございますが、これは

前年度からの繰越金全額を計上をしております。 

 そして最後、一番上ですが、繰入金、財政調整基金繰入金４，３７２万３，０

００円につきましては、９月補正の財源不足分を財政調整基金の繰入金で賄って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 なければ次、総合政策課関係、３ページから４ページの補足説明を求めます。 

 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） それでは、総合政策課関係について補足説明させて

いただきます。 

 ３ページ右側の情報推進事務諸経費、補正額１億３，０７８万９，０００円に

つきましては、ケーブルテレビ事業における施設等建設改良に係る起債償還元金

につきまして、事業の民間委譲によるこしの国広域事務組合の解散に伴いまして

平成３０年度支払い分を精算する必要があることから、事業負担金として予算計

上するものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 左側の永平寺町住まいる定住応援事業、補正額８９６万６，０００円につきま

しては、当初予算に係る助成件数１８件を超える申請があったことから、今後の

申請見込みを考慮しまして２２件の追加分に係る事業補助金を予算計上するもの

です。 
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 以上、総合政策課関係の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 上田君。 

○８番（上田 誠君） １８件がもうあれで、あと２件が申請中というような、あっ

たかと、最終的に２２件増加を含めて計４０件分ということですが、今現在、決

まったところの、造成したところの地区別のところを教えていただけませんでし

ょうか。例えば北地区と上志比地区は倍額の補助になってると思いますので、そ

こらあたりと、今現在、松岡、永平寺のほうのあたりも含めて、ちょっと区分け

がわかったらお知らせいただければと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） まず、定住促進地域につきましては２件、これは全

て上志比地区でございます。それ以外の定住促進地域以外が１６件で計１８件。

また町内の転居が９件で、町外からの転入が９件となっております。 

○８番（上田 誠君） 地区別はわかりますか。 

○総合政策課長（平林竜一君） 地区別につきましては、定住促進地域以外１６件、

全て松岡地区になっております。松岡の清流ですとかそういった住宅造成地内の

件数になっております。 

 例えば転居につきましては東古市から松岡芝原のほうへ、あと町内におきまし

ては、石上から松岡木ノ下のほうへ、轟から木ノ下のほうへといったような形で

転居になっております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） ２点あります。 

 先にその定住促進の話ですけれども、町内の転居のことを分析して、どうして

そういうことが起こるんかということも、町政の課題としてはこれまでも話され

てきたんですが、例えば分家、次男、三男対策をどこでしたほうが、いわゆるそ

の地区を遠く離れたところにまた転居するということがないようにする方法につ

ながるのか。ここも考えてほしいと思うんですね。 

 例えば吉野の市街化調整区域で言いますと、地区計画というのを立てて、そこ

に宅地造成、それか民間の工場跡とか学校跡を開発すれば、それは地区計画とは
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別なんですが、地区計画でやれば３年以内に建てなきゃいけないということで、

その地域に住んでる人たちの分家住宅の土地確保にはつながらんのですね。そう

いう枠を特別に設けない限り。しかし、それは地区計画としての制度ではできな

い。そこらをきちんとしてかないと、例えば上志比や永平寺から松岡に引っ越し

てきてしまうというんでは僕はちょっと寂しいなと。そこは行政上のやっぱり問

題もないかということを検証してほしいと思ってます。 

 もう一つは、北地区というと僕はすぐに清流地区のことを思い出すんですね。

ぜひ北地区は浄法寺地区に直してほしいと思います。まあ言っときます。それは

異論もあるでしょうけど。 

 ２つ目です。こしの国への、いわゆる負担金のおくれた納入の話ですね。ここ

はいわゆる精算のためにということですが、はっきりしてるのは、以前、町の公

債費を低く見せるためにここへの負担金を減らして、減価償却が終わった後もず

っと続くような表現というんか、計算方法で生まれてきた問題だと思うんですね。

僕が心配なのは、例えば今回もいわゆる健全比率が出てますよね。これは３年平

均で公債費比率なんかも出てきますけど、そういう意味では、ある意味今回の冒

頭でというか、一番大事な一つの財政健全化比率の問題なんかもこの問題でかな

り揺らいでる面があると思うんですね。どこかで１回きちっと決別する。それは

町長らの政権にかわって見つけて、これはおかしいということで、我々の指摘も

あってそれは急いでするということを認めてきたんですが、どこかできちっとす

る必要があるんでないか。ある意味、僕が言いたいのは、このやり方は粉飾やっ

たわけですね。公債費比率の粉飾。だからそこは、こんなやり方はほかにもない

かという心配も出てくるので、そこらはきちっとどこかで認めて、なおかつ宣言

をして、こういう会計処理はこれからはやりませんということもやっていかない

と、行政のいろんな意味での大事な根幹となる数値が揺らいでくる可能性がある

ので、その辺をきちっとお聞きしたいなと思うんです。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） まず、住まいる定住関連でございますが、定住促進

地域につきましては、そういった形で新築、中古とかそれ以外の地域との差をつ

けております。また敷地内での建てかえとか定住促進地域では世帯主の転入を伴

います建てかえもオーケーということとか同一敷地内での建てかえもオーケーと

いうようなことを、世帯を分離をするということで敷地内でのということで、そ

ういった意味で分家というような形での促進を努めておりますが、なかなかそう
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いったこちらの狙いと実態とが合わないというのが現実的にあるかと思います。 

 今言った定住促進地域と促進地域以外で過去のを見ますと、やはり定住促進地

域というのは全体の約１割程度ということもございますので、今後、平成２９年

度でこの制度を一度、時限ということで見直すことになっておりますので、そう

いったことも含めて見直しを検討したいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 議員ご指摘の、例えば財政健全化比率等をよく見せるた

めに、いわゆる財政指標をよく見せるために何か恣意的に手を加えているという

ようなことがあるかということでございますけれども、はっきり言いましてそう

いうことは今現在は全くありません。我々もそういった数値を、悪かろうがきち

っと示すことで、この町の財政状況を今後どうしていくかという判断につながる

と思っておりますので、そういったことはありません。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） この１億３，０００万円の件ですが、当時どういった理由で

こういったことをされたのかはちょっとわかりません。ただ、率直に申し上げま

して３億円、もう終わってるはずなのに今ずっと負担をさせていただいておりま

す。将来への負担をいかになくしていくかという中で、やはりこういったことが

ありますと将来にツケを残すことになると思いますので、今のこの財政の体制で

はこういったことがないように、今財政課長が申したとおり、この現実をしっか

りと受けとめて皆さんに数値で説明するように努めているところであります。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 先に定住促進の答弁あったんで。 

 定住促進のほうでは、僕はいい制度やと思います。こういうこともすごい助け

になっているということで喜んでおられる方も多いと思うんですが、ただ、こう

いう制度だけでなしに、居をどこに構えるかという、もうちょっとその前のとこ

ろでの政策も一緒にあわせて考えていただくとありがたいなと。そうしたほうが、

よく聞くのは、分家住宅とかちょっとどこかへ転居したいけど、自分のところの

けつの下が自分の地面でないから、そこで建てかえるのも嫌やと、だからどこか

へ出てってまうんやという話もあるし、それは土地を求めやすい、家を建てやす

い、いろんな申請が複雑でないところで建てかえたいとか、しがらみのないとこ

ろでという声も聞いたことがあります。そんなことを考えると、やっぱりそうい
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う、小規模な宅地造成も含めてですが、それなりに制度と同時にそういう手続の

問題でいろいろ町も手助けできるような方法があれば、ぜひ考えていってほしい

なと思ってます。 

 粉飾かどうかということで、これは行政がそういうことで後世に負担を残さな

いようにということで、過去の問題を振り返ってきちっと正そうというような、

これはなかなか、行政って普通やらんね。そこは僕は１歩評価したいと思うんで

す。ただ、言いかえれば、これはやっぱり粉飾ですよ。そこはきちっと認めて総

括することが大事なんでないかと。こういうことをやらないということをしない

と、下手すると何でもありの世界になってしまうんやね。それは、わからなけれ

ば、見えなければ何をやってもいいということではないと思うんですね。そこは、

そういうことはやらないよと、問題も含めてみんなに示すということでやりたい

よというんですけど、それは確かに今、本町の会計状況はちょっと金余りを、積

み過ぎていると僕はよく言ってますけど、そういう問題も含めて割と楽な運営状

況になってるからそういうこともなかなかないんだろうと思うんです。そういう

意味では、きちっと振り返って総括する、どう位置づけるかということもきちっ

とするということをやっておくと、そういうことはこれから本来なくなる可能性

はあるということを思うんで、そこはどこかでそういうことも必要なんかなと思

います。そのことは言っておきたいと思います。もし何か答弁あれば。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 基金の話、基金も次上がってきておりますが、決して楽では

ないと思っております。何か議会と行政、反対の質問とあれになったようです。 

 あれは３年間の数値をあらわしてるんですが、やはりこれから先、議会からも

いつも指摘をいただいてますように、算定がえが行われます。合併の算定がえ。

そして合併特例債も終了します。そういった中で、今ですと合併特例債、この有

利な起債でいろいろな将来への投資をさせていただけるんですが、それが終わっ

た時点で基金を使って何か、公共施設であったり修繕であったりそういった方向

に行くと思いますし、交付税が年々これから減ってくる中で、やはりある程度の

基金の、取り崩しがないように行革を進めているところなんですが、そういった

基金の取り崩しをしていかなければいけないという、そういった状況も想定して

おかなければいけないと思います。そういった面で、決して今、楽なとか、そう

いった気持ちは財政課、また行政はそういったふうに思っていませんので、また

しっかりとやっていきたいと思います。 
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○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 済みません。誤解があったら申しわけないです。楽やという

言い方はちょっと不穏当かなと思います。安定した運営ができる状況は今確保さ

れてるのかなと思ってます。そこはきちっとせなあかんのですが。 

 ほうやけど、ほかにもいろんな、基金の問題で言うと、合併特例債の積み増し

の問題なんかもありました。それはまた使い方をどうするかということを考えて

積み増すかどうか、１０年間は、例えば単純に一般の事業には積めない。１０年

以降はその積み増す目的も変えられるからほかのいろんな事業に充てられるんで

はないかということを以前も論議してきたんですけど、そういうことには一つも

答えずに、全体としては会計の決算のところに来て、その余剰というか、余った

という言い方は悪いんで、余剰で積み上がった金を積み上げてきたという経過も

あるんですけど、そこは本当に基金全体をどう使うかということも含めてぜひ考

えていただきたいと思います。 

 ただ、この問題について言うと、きちっとどこかで１回、僕はやっぱり、文書

でするかどうかは知らんけれども、決別宣言みたいなのをやってほしいなと。今

はないというだけでなしに、これからもこういうことは絶対やらないよ、これは

実際粉飾だよというようなことはどこかで位置づける必要があるんではないかな

と私は思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） まず、基金のお話でございますけれども、おっしゃるよ

うに、財政調整基金にずっと積んできたという経過がございます。その結果、約

３０億、２９億数千万という形で今財政調整基金が積み上がっているということ

です。以前にも申し上げましたとおり、今現在の作業といいますか、やってます

のは、その財政調整基金から特定目的基金のほうへ移行したいというふうに考え

ています。ただ、その金額、どの程度積めばいいのかという根拠も必要だろうと

いうことで、それぞれ所管課に今その作業をお願いしているところでございます。

方針としては、今年度中にはその財政調整基金の幾らかをそれぞれの特定目的基

金に移行するというふうに考えておりますので、またそれはご報告をさせていた

だきたいと思います。 

 それから、今の粉飾云々というお話でございますが、先ほど私申し上げたとお

り、財政状況等を正しくお示しすることで議員の皆さんにもご判断をいただくと
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いうことでございますので、そのお示しする内容が間違っていれば判断も変わっ

てきますのでそういうことはしてはならないですし、そんなことをするつもりは

全くありませんので、文書で残すとかそういうことは考えておりませんが、信頼

していただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 住まいる定住応援事業の件ですけれども、まず町外の方に

対する補助、町外の方が町内でこの事業の補助金で家建てるということですから、

素直に転入される方という理解でよろしいですよね。──はい。 

 それと、ことしの今までの実績は、町外からの方が９件ということですけれど

も、これから後、見込みとして２０件ですか、あるんですけれども、そこら辺は

町外の方の比率というんですか、どんな状況を、見通しかということをちょっと

お聞かせ願いたいと思います。 

 このことの関連で、先ほど課長のほうから、この事業については２９年度で条

例が時限的になっているということです。これ見直しをかけるということですけ

れども、これはさらに３０年度、次年度も継続するその内容について見直しをか

けていくということなのか、少し確認をさせていただきたいと思います。 

 それと、条例ですから、これ早い時期に見直しかけて制定しなきゃいけないん

じゃないかなと思うんですけれども、そこら辺の、どうこれから取り組んでいく

のか。お願いします。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 今後の見込みの２２件の町外の内訳ということです

けれども、これは過去３カ年の実績をもとにその件数の比率によって出したわけ

ですけれども、実際にはその過去３カ年の平均が町内が約１割程度ということで

すのでそれに合わせてということになりますけれども、トータルしてほぼ町外か

らということを見込んでおりますが、実際にはこちらの見込みと実際に申請して

くる数字というのは一致しない部分もありますので、その辺はあくまでも見込み

ということでご理解いただきたいと思います。 

 ２９年度見直しをするという中で、当然定住促進という意味では、こういった

制度は引き続き平成３０年度もやっていきたいというふうに思っています。そう

いった中で、ほかの移住・定住促進事業もございますので、そういったところと
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の関連も含めて中身を見直していきたいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 なければ次、子育て支援課関係、４ページの補足説明を求めます。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） それでは、９月補正のご説明をお願いします。 

 ４ページでございますが、右側の幼稚園運営諸経費におきまして、償還金、利

子及び割引料で５万円の補正をお願いするものです。前年度分の幼稚園授業料で

３カ月分４万９，５００円の還付が生じたことによるものです。町外転出により

退園しました園児の３カ月分の授業料を、退園後も口座引き落としをしてしまっ

たことが理由でございます。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） こういう間違いはあることはあるんだろうと思うんですが、

どういう対応をしたかというのが大事なんで、その対応の仕方だけ聞かせてくだ

さい。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 本当にこういう間違いがあってはいけないことで、

本当に保護者の方には申しわけなかったと思いますが、決算終了後、歳入のチェ

ックをしましたところ、その３カ月分が判明しましたということです。こちらの

ほうからその保護者の方にご連絡申し上げまして、ご確認後、その間違いがあっ

たということで還付が生じたということでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 なければ次、建設課関係、５ページの補足説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） それでは、建設課所管分のご説明をいたします。 

 ５ページ左側、一般道路改良事業１５３万９，０００円でございます。松岡石

舟地係及び松岡室地係の工事につきまして、施工の際に上水道管が支障となって

出てきたため、移設工事に係る上水道事業への負担金を計上するものです。内訳

といたしましては、石舟地係が３万７，０００円、室地係が１５０万２，０００
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円というふうになってございます。 

 以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 なければ次、生涯学習課関係５ページから７ページの補足説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） お手元説明書の５ページ右側をお願いします。 

 生涯学習課所管について説明させていただきます。 

 社会教育総務諸経費、補正額４０万円。これにつきましては、新たに地域の課

題解決や活性化に取り組む地域団体に対して経費の一部を補助する永平寺町わが

まち夢プラン育成支援事業という制度に当たり、見込み件数、当初は２件を見て

おりましたが、それを上回る補助申請がありましたので、不足分を予算計上する

ものであります。負担金、補助金としまして４０万円、１団体２０万円掛ける２

団体ということで計上させていただきました。 

 おめくり願いまして、６ページ左側をお願いします。 

 公民館施設管理諸経費、補正額４，３７０万８，０００円、工事請負費４，３

７０万８，０００円。補正理由としましては、旧永平寺町商工会上志比支所の無

償譲渡、これは本年４月１日に正式に契約しております。以上を受け、上志比地

区の拠点施設として再利用を図るため、改修工事の実施設計完了に伴い工事請負

費を予算計上するものであります。 

 この中身につきましては先般の全員協議会で説明させていただきましたが、施

設の概要的には、鉄骨づくり２階建て、昭和６１年に建築されたもので、１階、

２階合わせまして４１８平米余りの面積であります。また工事概要の主なものと

しましては、建築工事、建物内部関係ですけれども、建具、自動ドアの設置とか

内部の建具の改修、また内装、防災、防煙対応のカーペットとかブラインド、ま

た障がい者対応の床のタイルとか点字、また外構工事、スロープとか手すり、そ

ういった建築工事、また機械設備工事、空調、エアコン関係の設備、また給排水

としまして、１階、２階にありますトイレの改修、また電気工事としましては室

内の電灯工事、また非常誘導灯とか自動火災報知器、非常警報設備、そういった

防災で特定防火施設で求められている設備を整備するものであります。 

 次に、右側をお願いします。 

 文化財保護事務諸経費、補正額２２万５，０００円、委託料で２２万５，００
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０円。補正理由としましては、史跡の説明・案内板等を設置します。区長、地区

要望がありました吉野地区の蔵王山の案内看板設置、また法寺岡集落センター前

にある手繰ヶ城山古墳説明看板の修復、また禅の里笑来に隣接する東諏訪間１号

古墳、この説明用の看板を新設という形で対応したいと思っております。 

 また、７ページをお願いします。 

 左側ですけれども、資料館施設管理諸経費、補正額３６万２，０００円。これ

は修繕料としまして排水ポンプ取りかえ修繕で３６万２，０００円を計上させて

いただきました。補正理由としましては、四季の森文化館敷地周辺の雨水を中心

とした排水用の排水ポンプが故障となり十分な排水がなされていない状況である

ため、今回、ポンプの一部を修繕するために予算計上するものであります。 

 これにつきましては、当施設の空調関係の切りかえ、保守点検の際に絶縁不良

が生じまして、原因を調査しましたところ、ポンプの故障が発覚しましたので、

今回、修繕費を予算計上させていただきました。 

 これで説明とさせていただきます。よろしくご審議お願いします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 上田君。 

○８番（上田 誠君） ２点あります。 

 まず１点目です。５ページの豊かな、この生涯学習のところの新たな夢プラン

の支援ですが、２件ふえたということで大変喜ばしいことだと思います。これで、

例えばこれはそれぞれのふるさと自慢、またそれぞれの地域を発展するためのも

のですので、このやったことをどこかの機会でＰＲするとかそういうふうな、そ

れをこういうおもしろみがあったんですよというふうによその地域にも波及する

ことも必要かと思いますので、例えばそのＰＲをする予定とかそういう考えはあ

りますかということが１点。 

 それと、もう１点は、次のページ、６ページの看板の件ですが、当然よいこと

だろうと思ってます。ただ、できたらその見直し、例えばそれぞれの文化遺跡、

ちょっと小さいもの、有名なのもありますし、ある面ではもっと知らせたいとい

うのがあれば、こういうところにこういうのがあるんでその看板をつけたいとい

うのが計画的に、ある面では年次に１個ずつぐらい、ちょっとあれやったらふや

していこうということである程度の文化財、またそういうものの看板設置を計画

的に進めたらいいんじゃないかなとも思うんですが、そういうこともやっぱり今
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後は考えていただけるかどうかというのを含めて、その２点をお伺いしたいと思

います。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） まず１点目ですけれども、わがまち夢プラン事業関

係。例年、去年までですと１件あったりとかなかったりとかそういった中ですけ

れども、今年に入りまして、地域の活動、またいろんな団体の活動が多くなって

きたというか、この制度を利用してぜひやりたいという声が上がってきました。

そういった中で、先般、九頭竜フェスティバル大燈籠ながしのときに城山のグル

ープが山に「Ｚ」という表示というか明かりをともしたとか、また健康長寿クラ

ブが福井大震災に絡んで紙芝居の作成、また記録集を作成する、そういった形で

町民の皆さん、また町外の皆様にもそういう大きなＰＲというんかアピールをす

るような形になっております。ですから、今回、今を含め４件動いているわけで

すけれども、そういった活動、また成果というのを何らかの形で皆さんに知らせ

るとか、町の広報紙とかいろんな形で活動していきたいと思います。 

 また、２番目の名所旧跡等の案内看板の件です。これはやっぱり地元、例えば

上吉野区ですと、いろんな形で蔵王山、また神社を守って、またアピールしてい

こうという動きを地元でやってます。そういった活動をぜひとも町としても応援

する。また、ほかのいろんな史跡名勝等もあります。文化財に指定されているさ

れていないもあるんですけれども、そこらあたりを一度調査し、必要とあればそ

ういった形での案内看板、また表示看板等について整備を計画的にしていきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 もう一つあります。ボランティアグループですけれども、Ｂ－メイトという紙

芝居をつくって活動しているグループがあります。その方が町内の各地に民話を

もとにした、またそういった形で看板を計画的に年に１基程度設置してます。そ

れについても町としては、教育委員会、図書館絡みも含めてですけれども、対応

してます。そういったことの推進をしていきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） このわがまち夢プランの事業につきましては、広報紙で事業

が終わった後にちょっと紹介をさせていただいて、いろんな地区の皆さんにもこ

ういった取り組み、こういった助成がありますよというのも行っております。き

のうも申し上げました防災講座で先進的な地域とかそういったこともあわせてど
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んどん広報で紹介をしていって、ほかの地域の皆さんの参考になればなと思って

おりますので、またよろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひとも看板は、これ結構、仮にですよ、今、永平寺に遊歩

道ができてますね。例えば京善ですと寺本に如意庵があるとかこういうお寺がち

ょっとあると。そういうコースのところで矢印でこういうところがありますよと

いう、全体看板の中にそういうその道筋。例えば松岡で今散策があるとしたら、

当然全体看板の中である場所、それから行く道筋の矢印の場所であるとかその地

元ではちょっと説明書きがあるとか、それも計画的に、なら年１カ所ぐらいずつ

ふやしていくよということをすればそれほどの大きな金額でなくて、気がついた

ら１０カ所も２０カ所もあったよということになるので、ぜひ計画的にやってい

ただければということをお願いしたわけです。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 看板にも何種類かあって、そういった道しるべ。今回の蔵王

山の看板は、実は道しるべといいますか、そういったのです。これも、吉野地区

のほうにいろんな方が訪れて、わからなくて早朝からピンポーンって押され、「こ

れどうやって行ったらいいんですか」とかそういった声、また谷を間違えまして、

本山に行こうと思ったのが吉野の谷に入ってきてとかという声も聞いておりまし

て、そういった中で道しるべ的な蔵王山の看板。また、手繰ヶ城はどちらかとい

うとその史跡の紹介とか看板ということで、そういったのもまたしっかりとして

いきたいと思います。 

 ただ、今、県のほうがそういった看板の規制に、福井県全体が看板の規制にも

ありますので、その県の条例にも沿って進めていきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） １点ですけれども。 

 ６ページの公民館施設管理諸経費ですか、旧永平寺町の商工会上志比支所のほ

うから無償譲渡されたということで、この改修工事等におきましての予算額が組

まれておると、出されているということで、この施設は、ここにも補正理由で書

いてあるんですけれども、「上志比地区の拠点施設として再利用を図る」という

ことで、先ほど課長のほうから旧商工会上志比支所改修工事１式として４，３７

０万８，０００円の予算を組まれたと。先ほど説明の中では、防災施設で求めら
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れているか、ちょっとそこ聞き間違えていたらごめんなさいやけど。 

 そういうことで、今の説明では、その建物の構造的な改修、施設整備費、主に

消防設備の強化とかそういったもろもろの、詳しく言うと、この議場のような防

煙加工を施さなければいけないとか、消防設備等を加えてのこういう整備を図る

んだということでこれはよろしいんですけれども、住民として見れば、この施設

を改修されて何の拠点として再利用されるのが行政の狙いかと、また地域の方々

に利用されるのかということ。 

 この中に、例えば、例えばですよ、防災施設であれば、また後にこういったも

の、ああいったものとかこういうふうなものがなければいけないよねというよう

なこと、こういったものもいろいろ上がってくると思いますね。それらも含めて、

また近隣の駐車場、そういった災害に対応できるような駐車場の確保とかいろい

ろなことも多面的な面でやはり捉えて、今度また、これは管理諸経費ですから、

今度新たに３０年度で当初予算で組まれる予定があるかもしれませんけど、そう

いったことも関連してつなげて強化していただきたいなということ。 

 それと、もう一つ。この施設を防災拠点の施設にするんであれば、旧永平寺、

上志比支所等々の、まだそういうような利用、活用方法という話もありましたの

で、それらも関連して、これから今後どういうふうに見据えていくんだと、方向

性をこういうふうにしていくんだというようなことをできるだけの範囲で答弁を

お願いしたい。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 今回無償譲渡を受けて整備する建物、これにつきま

しては、耐震構造上、耐震的にはクリアをしているということがまず１点。それ

と、当然この施設の前には上志比支所が今現在あります。支所そのものの耐震構

造上のはクリアしてない状況ですけれども、上志比地区の避難準備情報等が出た

場合の一時避難所という形で、今回整備する建物には和室もございます。また調

理室等もございます。そういったことで、そこが一時避難所の場所になるかと思

います。私も２年間支所で勤めさせてもらったんですけれども、いろいろ調べる

と、今の場所が上志比地区の中心というんかな、距離平均を出しますとちょうど

真ん中ぐらいになって利便性もあるということで、そういった意味では活用とい

うんか、当然利用しなければならない施設だと思っています。 

 また、先ほど議員さんおっしゃられましたとおり、防火対象物、建物そのもの

は今までは一般の事務所でした。商工会の事務所。これが消防法施行令で言いま
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すと公会堂とか集会所の取り扱いになります。そうしますといろんな意味で、例

えば床面積の関係、また使用人員の関係、そういった形で、先ほど言いました火

災防災に対する誘導灯とかカーテン、議場と同じですけれども、そういった設備、

また自動火災報知器、自動警報装置、そういった形での整備が求められ、なおか

つ定期的な点検、そういったものも求められますので、十分対応したいと思いま

す。 

 また、この建物ですけれども、今、教育委員会の公民館費で対応、予算化して

おります。当初は公民館だけという形で使うというんかね、今は上志比支所の２

階なりサンサンホールでやってますけれども、そういったのを一つの拠点として

整備する。なおかつまた、この公民館活動以外の、例えば今現在、農林関係の小

舟渡土地改良区の事業所が活動していたり、またその地域の情報発信といいます

か、いろんなＰＲ、そういった調査、研究をする活動場所、そういったことも含

めた多目的な施設として、なおかつみんなが利便性があるような施設として整備

を今回考えております。そういった意味での利用等というか、利用方法が防災の

避難所でもありますけれども、そういったいろんな多方面にわたる交流、人が交

流し話し合える、また活動できる、そういったことをひとつよろしくお願いした

いと思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 今の課長のお話もありました。いろいろな目的、今回予算上

げさせていただきましたが、そういった拠点にするということで、今、国のほう

に２分の１の補助の申請を今してます。また、その申請をしましてもしっかりと

そういったコミュニティの場という位置づけでやっていきたいと思うのと。 

 先ほど中村議員の防火とか非常灯とか。実は公民館を整備するには、こういっ

た不特定多数の方が集まる、集まったときにいろいろな万が一のことがあったと

きには避難の誘導ができるような、こういった装置が求められております。今の

上志比支所の公民館のあこは位置づけになっておりますが、そういった設備が行

き届いてないというのも現状です。やはりそういった人が集まるところにはこう

いった設備をこれからしっかりしていかなければいけないなと思うのと、永平寺

支所を改築したときもこういった設備を全て入れかえていますので、またご理解

よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 
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○１１番（川崎直文君） 商工会の上志比支所の改築の工事の件ですけれども、確認

しておきます。 

 今後の計画、工期と、それからこの改装を終わって公民館機能としての運用開

始。これ当初予算のときは、工期が１０月から１２月ということです。そして運

用開始されるのが来年の１月ということで当初予算のときに確認しておりますけ

れども、このスケジュールで今よろしいでしょうか。確認します。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 今ほどの問いですけれども、今年、改修に伴う実施

設計を行いました。それにより内容的に、今ほど言いました内部の改修は当然や

っていくわけですけれども、そういう防災上の関係、また外構工事、いろんなこ

とを進めていくうちに、工期的なものですけれども、今回補正をお認めいただい

た後、入札というふうな形で対応していきますが、どうしても当初見込んでいた

１２月いっぱいに工事完成というのがなかなか難しいということで、今計画して

いますのは、来年３月の工事完了、また４月１日からの運用開始で、今、公民館

活動そのものも上志比支所の２階でやっており、公民館主事、公民館長詰めてい

ますが、４月からはそちらのほうに移って事務というか、活動で利用していただ

くというようなことを考えております。 

 また、今町長おっしゃられました国の交付金事業、これも申請を進めている段

階で、それのいろんな制約があるわけですけれども、それも来年の３月までに完

了をするということが条件というか、いろんな必須条件になっています。そうい

ったことを見きわめながら、工事施工、また運用について対応していきたいと思

います。 

 また、この建物そのものも今現在、名称というんですかね、建物設置条例、そ

ういうものがない状態です。そういったことも含めて、設置条例も含めて対応し

ていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 何か当初予算の計画をそうあっさりと２カ月延期ですって

言うのも。まだ間に合うわけですから工期短縮とか、やはり予定どおりの事業と

いうことで進めていただきたいなと思います。 

 まして条例とかという話になりますと、早速これに関連するいろんな手続に取

り組んでいかないかんと思いますんで、議会のほうも一生懸命やりますんで行政
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もしっかりやっていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 計画どおり進めていく中でそういう有利な補助があることが

わかりましたので、やはりその申請で少し時間がというか、その申込期日とか完

成期日とかというのがいろいろある中で、やはり有利なそういった資金が使える

のであれば使う方向でということで今こういった形になってきたところです。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 多分、補助とかそういうような関係で用途も少し、こうい

う議場ではいろんな言い方をされているんかなとは思ってるんですけれども、根

本的にはあの公民館を中心にという施設で考えていきたいと思ってるんですけれ

ども。 

 上志比のほうの公民館、サンサンホールから今言ったあの支所のほうへ移って、

いよいよ……、違うんけね、ごめんなさい。あの支所にあって、そしていよいよ

きちっとした拠点ができるという位置づけの中で、じゃ、この拠点を中心にどう

発展させていくんかということが一番かなめなんだろうなと思っているんです。 

 上志比の公民館の活動状況というのをちょっと説明していただきながら、今後

どう発展させていくかという構想をお持ちなのかということと、それに見合った

施設になってるのかどうか。実は商工会というのは事務局があって、一部不定期

にというか、定期的にかもわかりませんけれども、総会とかそういうようなこと

で使ってたんだろうと思います。青年部のほうの会議もやってたんかもわかりま

せんけれども、公民館となりますとそれ以上に人が集まる施設なんだろうと思い

ます。それに見合った施設に本当に改修されているかというのをぜひ点検をして

いただきたいなと思います。 

 よく言われるのはトイレの話が出てくるんですけれども、そういった数とか、

あるいは人の動線の中で、ここを広げなあかんとか支障があるというようなこと。

当然やっていらっしゃるんだろうとも思いますけれども、利用者も含めて、ある

いは公民館の館長さんも含めてきちっと点検がなってるんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 上志比公民館、今現在の概要ですけれども、ちょっ

と今決算成果表は手持ちにないんですけれども、自主サークル、グループが２０

近くあり、今現在は上志比支所の２階及びサンサンホールを中心に活動していま



 －302－ 

す。年間延べ人数で１万５，０００人──ちょっと数字明らかでないですけれど

も──が活動しております。今回整備したからといって、サンサンホールで、例

えば太鼓とかいろんなことをやってるんですけど、それが全部こちらのほうへ来

れるかというとまたいろんな問題がありますんで、そういったことはなかなか。

今後、検討なり利用者の方と対応していきたいと思います。 

 また、今回この設計を進めるに当たりまして、ことし５月ですけれども、公民

館グループ、いろんなサークルありますけれども、そこから１人というのでなし

に２人でも３人でもいいですから、１回、日にちを３日間ほど設定しまして、実

際に建物の中に入っていただいていろんな要望を。今議員さんおっしゃられまし

たトイレのことがまずありました。そういった意味で、今まではそういう事務所

形式のトイレでよかったんですけれども、かといって建物を大きくするわけでは

ないので、今あるスペースの中で洋式のトイレ、また多機能というんか、手すり

がついて障がい者の方も含めて利用できるトイレ、それを整備するというふうな

ことを要望を強く受けましたんで、そういった形も当然設計の中では進めていま

す。また、手すりとか、また段差というんですかね、玄関の段差。これもなかな

か解消できないんで、それプラス、ふるさと学習館にあるような自動ドアも設置

してスロープをつけながらそういった優しい施設、そういったことも設計の中に

入れて対応しております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） 先ほど滝波議員からも質問ございましたが、私も商工会で

ここ何十年間使わせていただいてる結果、これ図面を見せていただきますと、今

言われたとおり、トイレ、１階のトイレ。そのスペースは、これ見ますと１個に

なってるんですけれども、スペースは十分にあると思うんですね。これ、だから

２個ぐらい。公民館活動するんやったら１個では全然足りないと思うんですね。

ここを２個にしていただくとか何かならないかということをちょっと思ったんで

すけれども。 

 それと、玄関のスロープをつくっていただくのはいいんですけど、この前もお

願いしたんですけれども、バリアのやつで２階へ上がる階段、あれは案外と、我々

商工会の者はちょっと上がりやすいんですけれども、公民館活動されてる方で年

いった方もあるしいろんな方があるんで、２階でやられる場合、やっぱりスロー

プが必要ではないかなと思うんです。 
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 それと、もう一つは、この横に小舟渡用水が流れとるんですけれどもね、これ

が駐車場の横を流れてるんですけど、これが危険性があるみたいな気がするんで

すね。そこにやっぱりガードレールとか、何というんですか、バリアをつけてい

ただいて、そして冬は融雪装置をつけていただくとかそういうことも少し考えて

いただけたらいいかなと思いますんで、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） まず、トイレの件ですけれども、今現在のトイレス

ペース、全体面積をふやすことはなかなか難しいので、１階につきましては、洋

式の便器１組、それと車椅子等が入る多機能の洋式で合計２組を計画しておりま

す。また２階にも洋式のトイレ２基と。言葉はあれなんですけれども、男子と女

子をきちっと区分けするということがなかなかスペース的にできないもんで、全

部洋式という形での対応を今考えております。 

 また、１階、２階の階段、これはほかのざおう荘とか構造改善センターもあり

ますけれども、階段そのものを、例えば簡易のエレベーターをつけるとかそうい

ったことはなかなかちょっと今現在難しいので、手すりとかそういった形で支障

のないように対応はしていきます。 

 また、横の、外の外構工事の中で、小舟渡用水、水量も多くて、危ないという

んじゃないですけど、転落等も考えられますんで、転落防止柵という形で建物と

用水の間に柵を設置することが設計の中では含めてあります。 

 また、融雪等に関しましては、今現在、ちょっと設計そこまでいってませんの

で、また何らかの形で対応をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 上坂君。 

○１番（上坂久則君） いろいろ要望があればね、せっかくやっぱり四、五千万使う

んやから、１回つければまたあと１０年、２０年という長期で使うわけですから、

改めてね、やっぱり要望はできるだけ聞くと。特に今、避難のほうにもきくとい

うんやから、エレベーターつけたって１，５００万から２，０００万ぐらいでし

ょう。外づけすればさ。だから最初からお金を考えてやる。別に課長が悪いって

いうんじゃないですよ。これは行政全体の考え方ですから。せっかくつくって２

０年、３０年ということですから、ぜいたくはあかんけれども、やっぱりやるこ

とは全部やると。それか、もしそれができなければ、今度の上志比の支所を、ど



 －304－ 

っちみち建て直すわけですからそういう機能もそこに持たせるとかね、もう１回

改めて考えてみたらいいんじゃないですかね。 

 別に生涯学習課だけじゃなくてね。行政全体として、やっぱりあそこに公民館

をつくる前に、建てかえてやったときにどういうふうな機能を持たせるのか。一

部にはサンサンホールに図書館があるから下へおろせという意見もあるし、さま

ざまな意見があるわけですから。だから謙虚に声はいっぱい聞いて、そしてやっ

ぱりよかったねと。ね、町長。特に町長は人の心がね、上志比の区民の心をよく

聞いてくれたというね。やっぱり感謝してもらわんとね、苦労してお金使った割

には後で小言じゃ意味ないんでね、だから改めて１回考え直してほしいなと思い

ますけどね。今が悪いという意味じゃないですよ。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、上志比支所のほうからも、この公民館とあわせて支所、

そのあり方を現場の声として、こうしたほうがいいんじゃないんか、費用対効果

とかそういった財政面、いろいろな、実はことしの５月の政策のヒアリングのと

きにそういった声が上がってまいりました。これは支所の職員も皆さんのいろい

ろな思いがある中では、そこではやはり住民の皆さんとの話もされていると思い

ます。今その中で指示しておりますのが、財政課、政策課、また教育委員会、い

ろいろなところと柔軟に、その公民館と支所のあり方、どういうふうに議会の皆

さんからもいろいろなご意見もいただいております。やはり現場から上がってき

たという、そういった声を大事にしていきたいなというふうに思っておりまして、

今、全庁挙げて、支所が中心になってるわけなんですが、この支所の位置づけと

かに取り組んでます。 

 そういったのは改めてまとめていく中でまた議会にもお示ししていきますし、

振興会の皆さんからもまたいろいろなご意見を聞かせていただいている中でこう

いうふうにしていこうとか、これはどうですかとか、そういうふうな提案を今し

ていくような、全庁でやっているところです。 

○議長（齋藤則男君） 樂間さん。 

○１０番（樂間 薫君） 随分前にここを出たと思うんですけれども、生涯学習課さ

んに、地区に伝わる民話とか民謡なんかがあったら、集めてちゃんとしておいて

ほしいということを申し上げているんですけど、今どういう状況にありますか。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 町内各地の民話とか、また語り継がれていること、
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そういったことについて、具体的に情報収集し整理しているということは今現在

取り組んでいないのが現状です。 

 ただ、町内の中を見ますと、先ほど言いましたボランティアの紙芝居のグルー

プとか、また上志比地区で言いますと、上志比の昔話という形で相当、３０年、

４０年前につくられた本ですけれども、そういったものがありまして、それをも

う一度、何か地域の方にお示ししようとかそういった動きもちょっとお聞きして

ますんで、そういったことについてもいろんな形で教育委員会としても協力とい

うんか、支援も考えていきたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 樂間君。 

○１０番（樂間 薫君） 実は先日、地区のサロンのイベントで、えい坊館で紙芝居

を見せてもらったんですね。松岡地区に伝わる民話を紙芝居にされたという、メ

ンバーの方が絵も物語もつくって。見せていただいたんですけれども、身近なと

ころの話で本当によかったなと思うんですけど、そのメンバーの方に聞きました

ら、「どこでこういう話仕入れるの？」と言ったら、「ある個人の方が幾つも持

っておられて、その方からいただいて、自分らで紙芝居にしてこうやって発表し

てるんや」ということをお聞きして、そういうのはやっぱり、例えば生涯学習課

でちゃんと残しておけるような仕組みというか、そういうことをやってほしいの

と。 

 もう一つ、民謡ではありませんけれども、例えば松岡中学校の今の校歌、「友

よ、腕組み」という校歌を歌われていますけれども、あの校歌ができるまでは応

援歌みたいなのを各いつもの式典で歌ってたんですよね。それでそのときの校長

先生に、例えば昔の生徒手帳か何かに残ってないかということもお聞きしたんで

すけれども、それもないということで、そういうものも残してほしいし、我々青

年団時代につくった青年団の団歌というのがあるんですけど、これも絶対教育委

員会にあると思ったんですけど、尋ねたらそれもないと言われてるんですけど、

何かちゃんと残しておくものは残しておいていただけたらなと思いますので、要

望しておきます。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 なければ、これで暫時休憩をいたします。 

（午前１０時１５分 休憩） 

────────────── 
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（午前１０時２５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 予算審議の途中ですが、消防長より発言を求められておりますので、これを許

可いたします。 

 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 本日朝から永平寺地区のほうで防災ヘリ等が飛んでおりま

す。これについて少しご説明をさせていただきます。 

 昨日の１９時より県の警察本部のほうから釣り人が行方不明ということで捜索

いただきまして、１０時まで捜索しまして、その後、日の出から  防犯隊４４

名以上の態勢でただいま捜索を行っておりますけれども、まだ発見には至ってい

ないことを説明させていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 次に、消防本部関係、７ページから８ページの補足説明を求

めます。 

 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 消防本部関係の補正説明をさせていただきます。 

 補正予算説明書７ページ右側をお願いいたします。 

 防災対策推進事業、補正額３７万６，０００円をお願いするものでございます。

これは、今年度５月３１日までの要望受け付けにより、新たに永平寺町１０地区

より消火栓での初期消火に使用する消防ホース、管鎗、スタンドパイプ、消火栓

ハンドル等及びこれらを格納するホース格納箱等の整備の消防施設整備要望書が

提出され、要望書を確認の上、消防職員、消防団員にて現地調査を実施し、早急

な対応が必要とされるため、お願いするものでございます。 

 この事業は、永平寺町消防本部消防補助金等交付規程に基づきまして、補助率

は事業費の５割、最高限度額３０万円となっております。 

 続きまして、８ページ左側をお願いいたします。 

 非常備消防事務諸経費、補正額３１万６，０００円をお願いするものでござい

ます。これは、消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律の施行に

伴い、消防団員の公務災害を防止するため、火災、水害等災害現場活動、特に夜

間時に反射ベストを着用することで、災害現場での団員自身の安全確保だけでは

なく、消防団幹部が団員を指揮する上で安全確保に大いに役に立つため、４５着

を整備するものでございます。消防団本部に５着、各分団に４着ずつ配備する予
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定でございます。 

 また、本整備事業は平成２９年度消防団員安全装備品整備等助成事業を活用い

たします。助成額は１０割でございますので、説明書２ページをご参照ください。

消防費雑入が３１万６，０００円でございます。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 消防長には申しわけないんですが、７ページのいわゆる安心、

安全に暮らせるまちづくりということで、消防ホース、管鎗、スタンドパイプ、

消火栓ハンドル等の整備ですけど、これ当然整備するのは、点検の上、早急な整

備が必要だということで整備するのはいいんですが、５０％補助ということで前

から私は問題でないかと言ってきました。僕は、消火設備に直接関連するものに

ついては補助率はどうしても引き上げるべきだと思っています。 

 何でこんなことを言うかといいますと、例えば今、８割補助というのも現実的

にあるわけですね。それはどういうものかといったら、ヘルメットとか、たしか

緊急避難時の袋とかいうものやと思うんですわね。僕は、それはある意味、個人

がきちっと管理することになるものだと思うんです。しかし、消防ホースなんか

はやっぱり災害時にはどうしても、例えば給水というときなんかでも使われるこ

とが地域ではあるかと思うんですね。そのことを考えると、僕はどうしてもこれ

は２分の１補助に減らされたというのは納得いっておりません。 

 もう一つ、補助で今そういう申請があったことに対して、消防署員と消防団員

で現地調査確認をしてと言いますけどね、いわゆるヘルメットとか避難用の袋っ

て、そんなことまでして点検して現地調査して支給を決めるということはないと

思うんですね。それだけこれは重要なものだと思うんですわ。それを、こういう

ことではちょっとまずいと思うんです。聞きましたら、東古市では点検したとこ

ろ、もう半数以上でそのホースの破裂がというんですかね、なんかが見つかった

ということも聞いています。 

 僕が言いたいのは、我々の地区、この３０年ぐらいの間に、自慢じゃないです。

これは恥ずかしい話ですけど、６件の火事があったんですね。ぼやは数知れずあ

りましたから。６件やったんです。そのたびごとにホースの破裂とかいうのが見

つかってるんですね。我々の地区はそれくらい毎回というんか、間隔が短い間に
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点検するような条件が生まれてるから見つかってるんですよ。全部を一斉に点検

して見つけてるわけじゃないですよ。それでも破裂してるのが見つかる。お金が

ないときはどうするかといったら、ちょっと先のほうでしたら切ってつなぎ直す

とか補修するとかということを教えてもらってやっているんですね。でも、現実

的に私もホースつないで水出したときに本当に、水がちょっと漏れ出したな、噴

き上がり出したなと思ってしばらくしたら、あっという間にその口が広がってし

まう。これが現実的にあるんですって。だから使うときになってそういうことに

なるのでは問題だと思うんですね。 

 そのことを考えたら、僕はこれは消火設備に関連するホースとか、ここに書い

てあるような問題については、地区の負担もそれなりにありますけれども、やっ

ぱりきちっと行政がもっと支援して点検整備もできるような体制をもって万全の

整備をしておいてほしいと思うんですが、そこらはいかがでしょう。ほんでそれ

を消防長に聞いても消防長がそうしますって言えば財政がうんと言うんかという

問題がありますんでね、僕は前それをしたのは消防側からでなしに、財政の側か

ら８割を５割にしたと思ってるんですが、その辺いかがですか。それをもし何や

ったら答弁していただくとありがたいんですけどね。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 今のお尋ねについて回答させていただきます。 

 平成１８年２月に永平寺町が合併に伴いまして、松岡地区、それから永平寺地

区、上志比地区は補助率がばらばらでございました。松岡については８割、あと

の２地区については５割だと認識しております。これに伴いまして、町の補助率

を鑑みまして、いろいろなことを鑑みまして、補助率を５割、そして最高限度額

３０万円とさせていただいた経緯だと私は承知しております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 今の消防長の答弁のとおり、財政側がカットをして減額

したということではなくて、合併の協議の中でこのように決まってきたというこ

とでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 済みません。僕、合併協議の委員に入ってるんですけど、そ

の話は出たことがないですね。それは条件のいいほうに合わせる。例えば街頭の
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整備なんかでも、地元負担や街灯の整備なんかでもあったやつを、それを松岡が

よけりゃ松岡に合わせるということで整備したはずです。それはある意味どさく

さに紛れてされてるんですか。ただし、以前から指摘してますけど、８割補助も

まだ残ってるんですね。言いますけど、すわというときに、火災なんかがあった

ときにヘルメットが大事なんですか、それともホースが大事なんですか。 

 もう一つの理由として、大体各地域では整備が終わったから８割から５割にし

たんやと言うんですよね。皆さんご存じやと、そう聞いてきていると思うんです。

でも、ホースとかそういう立ち上がりも含めて消耗品ですよ。これはもう典型的

な、使われるときには。消防の現場の方が一番よく知ってると思うんです。現に

破裂するんですから。昔の綿のホースだけが破裂するわけじゃないんですよ。今

の化繊というんですかね、化学繊維になった後のやつでも破裂するんですね。そ

んなことを考えると、そういう消火設備に関する消耗品については行政がそれな

りに支援するということをやっぱりきちっとしといたほうがいいんじゃないです

か。 

 それこそ町長らは防災士の問題でしっかり学んできて、「やっぱりもし何かあ

ったときには地域の住民が」「消防も大災害のときには来れんよ」「地元で頑張

らなあかんのよ」って言われるときに、ホース破裂したんやというんではね。僕

もそうですよ。破裂したときには、同じ地区のほかの場所にあるやつを持ってき

てくれって当時の平山さんに言いましたもん。でかい声で。そしたら平山さん探

して持ってきましたよ。そんなことが実際あったんです。だからそのこと考える

と、やっぱりすわというときには、それなりのいつも点検して講習も含めてやら

れていれば、そういう破裂して放水がとまってしまうというようなことがないと

思うんやね。 

 僕、ここはどうしても譲れんのでね、どうか、何としても８割補助に、ホース

と消火に関するものについてはそうしてほしいと思います。何のために各地区に

その条件を満たすように消火栓が設けられているかということも考えた上でして

ほしいと思うんですね。 

（「ちょっと関連質問」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ほんなら伊藤君。 

○１２番（伊藤博夫君） この間の日曜日に東古市で、消火栓の位置としては５５ぐ

らいあるんですね、東古市に。それが一つの箇所に２本ずつ入ってるんですね。

それが２班で、ここ９カ所ですか、点検してもらいました。それも消防署のおか
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げで本当に助かったわけでございますけれども。そのうち、１７本のうち１０本、

ぱーんと、見てもらいましたら破裂してまうんやね。それも東古市で３０年ほど

前から何もさわってえんのですわ。ただ入れただけで。ほうやけど昔は用水とか

ほんなところで、泥が詰まったときには毎年１回ぐらいは用水の下の泥を起こす

のに使ったわけですけれども、現在はほとんど用水もなくてきれいに流れるもん

ですからほとんど使わんという状態で。 

 ほんで、前から金元議員は８割の補助って言うてるんですけど、今まではいい

ころかげんに聞いてたんですけれども、実際、金額にしては１本２万３，０００

円ぐらいかかるっていったんやね。それが補助５割になりますと十何万出さなあ

かんということは、もう既に十何万の予算は、来年の予算は必要になってきます

し、まだ４０カ所か５０カ所あるわけでございますので、負担がかかるというこ

とで、これはもう賛成せなあかんのが８割で賛成せなあかんなというような気が

するのと、要は近隣の消防署の、嶺北とか三国とか大野とか勝山のホースの負担

率を一遍、どういうふうなんになってるか一遍見てもいいんではないかなと思う

わけでございます。返答してもらえば結構です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） また近隣の負担率ちょっと調べさせていただくのと。 

 もう一つは、消防のほうでちょっと調べていただきたいなと思うのは、耐用年

数が、じゃ、どれぐらいあるのか、しっかりとメンテナンスをされていれば、も

っと大事に使っていただければもっともつのか、そういったいろいろな角度から

ちょっと検証していただいて、またいろいろなことを考えていきたいというふう

に思います。 

○議長（齋藤則男君） １４番、中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 今の消防用設備の補助率の件でございますけれども、こ

れは先ほど消防長のほうから説明がありまして、それに補足して。 

 私どもも現役のときに携わったことがあるんですけれども、その当時は、たし

かほとんど、９０、１００％やね、地域に、新しくできた区についてはあれです

けれども、拡張されたのではなしに、旧区のほとんどの消火栓の付近に、一、二

メーターか３メーター近くに必ず消防用ホースが格納箱と一緒に設置されている

という状況でした。それらの点検、そういったものについては消防職団員が行っ

ていました。 

 しかし、今世こういうふうな大規模災害とかいろいろな災害があって行政だけ
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ではとても賄えるものではない。それにプラスして、たしか地域防災力の向上と

いうことで自主防災組織が結成されております。そのときに結成されまして、そ

ういった方々の消火班または救助班がそういったものの点検に携わって消防署と

合同でね、それも消火班やというんで自分の地区のを勝手にそうするんじゃなし

に、水道課、上水道課へ連絡を入れて、消火の水を出すんですからそういったこ

とで連絡をとり合って、年に一、二度、少なくて一度、その全体の格納箱のホー

ス、例えば１地区に１０基あったらそれは２０本になります。それを全部一度に

１回に点検するんではなしに、１年に１基、２基ずつ点検をしていって、訓練を

兼ねて自主放水をしてそういうふうなことを指導してまいったわけです。そうい

ったことで自主防災活動の強化というものも考えておったわけでございます。 

 ですから、先ほどの話をちょっとお聞きしますと、ちょっと上乗せしたんかも

しれませんけど、３０年ほど放っといたんやとか、何か災害があるたびにただ使

ってみたらあれしたんやとか破裂したんやとか、そういうことの見解の意識、レ

ベルの意識、住民の意識、防災の意識を向上するがためにもそういったことで、

さきの消防、今の消防もそういうふうに住民の自主防災力を向上するためにとい

うことでご理解いただきたいなというふうに思います。 

 ですから、これは喫緊なことです。大事なことですから、それを今５割を８割

にするというのは、今まで、じゃ、その間、いろいろ各地区で整備されてきたも

のがあるんですから、それを踏まえて一応またご理解いただきたいなと、またし

ていかなくてはいけないなというふうに私は思っているところでございます。で

すから、一遍に、一度に介して消防ホースを、全部が地域にある、地区にあるホ

ースを年に一度全部点検せなあかんのやとかそういうことでなしに、年を追って、

例えば５年計画で消防訓練を重ねてそういうふうに点検の方向をして、それに補

充していくというようなことを、形をとっていただきたいなというふうに自主防

災組織の方々に申し上げたいなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 答弁はいいんですけど。 

 今言われた中で大事なことがあるんですが、やっぱり定期に点検することも大

事やと思うんです。本番のときに破裂したのが一度ありました。本番ってそう何

回もないんですが、かなりの回数、僕らは地元にいるときにはホースに取りつい

ているということでもあるんですね。ほんで訓練のときに二度あるんです、破れ

たの。訓練でやったときに。僕はそれも大事なことやと思うんです。でもそのと
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きにはもう補助率が変わってしまったんや。ほんで１本だけは少し口のほうやっ

たんで、先のほうやったんでそこを短くして継ぎ直したというのもあるんですね、

それは教えていただいて。だからそれでは僕ちょっとまずいと思うんやね。 

 定期にやっぱり点検しながら、例えば訓練で見つかったり本番で見つかったと

きには支援を強めます。自主防災組織の活動の一つですから。僕はヘルメットっ

て、一家に１個なんて意味ないと思うんですよ。僕は率直に。みんな持ってるな

ら別ですけど。そんな金ないですから、地区に、全戸にもね。ただ、僕らは山行

くのに持ってますからうちに何個かありますけれども。そういう問題ではなしに、

やっぱりそういう本当に緊急で火事のときには、もうホースがなかったらどうも

ならんのですから。 

 言っちゃ悪いですけど、今まで松岡に本部があったときには近かったんですよ。

早く割と来ていただいたんですよ。そのころの火事が多かったんですけど、やっ

ぱり遠くなりました。だからこそ、これまでの経験からいってホースの大事なと

ころが僕はわかっているつもりでいるんです。以前からそれはもう一貫していま

す。だからぜひそこは、僕はほかがどうのこうのというんでなしに、８割支援で

資機材の支援をすることがあるのなら、消火用に直接使うホースなんかは当然そ

の補助率を引き上げてもいいんではないか。そこは矛盾はないと思うんですね。

それをもう一つ、地域の防災上の力量アップのためには、訓練のときにそういう

のが見つかった場合には補助率を上げますということもあっていいんではない

か。積極的に訓練して点検しなさいという意味ですから。僕はそんなことも含め

て、行政もいいほうにそういうなのを、ただおねだりしてるというんでないんで

すよ。おねだりですかね。そこをぜひ考えていただきたいなと。ヘルメットは８

割、しかしホースは５割っていうのは、それは僕はちょっと矛盾やと思います。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 確かに議員がおっしゃるとおり、ホースについては地区に

とって大変大事なものだと私も認識しております。ですけれども、町の財政とし

てもまたいろいろな問題があるかもわかりません。５割というような認識を持っ

ていただいて、こういうものは高いものだと、大事にしなければいけない、そう

いうふうな感じで、点検とかそういうふうな感じでまたご理解いただければいい

かなと思うんですけれども。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 地区によっては、消防団と一緒にホースが漏れてないかどう
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かのチェックをされている地区もあります。もう一度、また消防と一緒にちょっ

とお話をさせていただきたいなと思います。 

 ただ、やはり耐用年数であったり、そういった年に何回かしっかりとチェック

されているか、いろいろな条件も必要になってくると思いますので、近隣の市町

の状況とか、ちょっと今調査、研究させてください。お願いします。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） ８ページの非常備消防事務諸経費の予算ですけれども、

国の補助をいただいて３１万６，０００円の装備をするということで、これ目的

は、火災、水害等災害現場活動の夜間活動等における安全確保をするために反射

ベストを着用し活動していただくというようなことの目的で、今回、各分団に４

着ずつ、計４５着を整備する予定と。 

 今現在の配備率、要するに１個分団というんでない、全体にこの反射ベストの

配備率、また個人装備はできないのかということで、この補助率の最高額は幾ら

なんだろうかと。この３１万６，０００円、これ満額が収入のここに上がってる

でしょう、諸収入でね。その他の消防費雑入で３１万６，０００円ですか。この

３１万６，０００円って何か半端なお金やな、予算やなと思うんですけれども、

それは４着ずつの４５着でその単価が出てそういうふうに申請をしてこうなった

わけだろうと思うんですけれども、これもう少し、今、率を一遍確認してからそ

れに返答。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） ３１万６，０００円、このお金につきましては、県のほう

に申請をしまして、県の割合がありまして、各消防本部で割り当てられて、それ

をうちのところで、高ければ全てカットになってしまいますし、こちらのほうで

要求しました分だけを出していただいているような感じでございます。 

 また、反射ベスト、チョッキにつきましては、今のところ整備しておりません。

これからまた随時、追って個人装備とかそういうことを考えていきたいと思いま

すけれども、今までのを申しますと、安全帽、ヘルメットにつきましては消防団

全員にしております。それから防火衣、これは平均でございますけれども、各分

団５着したり、手袋は個人装備で全部しております。救命胴衣につきましても１

７７着、大体出られる数を見越しまして整備しているような感じで、いろいろな

ことを鑑みまして、今ない夜間の反射ベストについて今回は整備させていただい
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ている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 ないようですから、これで議案第４３号、平成２９年度永平寺町一般会計補正

予算についての質疑を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時  分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時５４分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 お諮りします。 

 本件については第２審議を省略し、第３審議に付することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、第３審議に付することに決定いたしました。 

～日程第２ 議案第４４号 平成２９年度永平寺町介護保険特別会計補正予算に

ついて～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第２、議案第４４号、平成２９年度永平寺町介護

保険特別会計補正予算についてを議題とします。 

 平成２９年度９月補正予算説明書に基づいて、補足説明があれば許可いたしま

す。 

 それでは、平成２９年度９月補正予算説明書の福祉保健課関係、９ページから

１２ページの補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、介護保険特別会計補正予算（第２号）の

補足説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、今年度から取り組んでおります新しい総合事業の

事業対象者と、それから要支援認定者の移行時期を順次としたことによる組み替

えと、高額医療合算介護サービス費の増額、それから昨年度の国庫負担金等の返

還金を計上するものです。 

 まず、お配りしましたＡ４横の資料をごらんください。 
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 予防給付から総合事業への切りかえ時期ということで、横軸に時期、それから

縦軸に認定期間等の説明をつけております。 

 当初は、例えば認定有効期限、一番上の２９年２月末の場合、２月末に予防給

付の認定が切れます。３月から切りかえて、また予防給付になります。こういっ

た場合でも、下にありますように、３月末の方と同じように４月からは総合事業

に移行するというような計画を持っておりました。その下の２９年４月末の方に

ついても、３月で切りかえて４月から総合事業に切りかえるというような計画で

おりましたが、更新の手続の煩雑さ、それから国保連との調整等もございました

ので、認定有効期限に合わせて順次切りかえるということにいたしました。 

 よって、一番上でいきますと、４月以降の黄色い部分が総合事業から予防給付

のほうに切りかえる必要が出てきたということでございます。これによって地域

支援事業から介護給付費のほうに組み替えいたします。 

 それが今回の大きな補正でございます。 

 以上、簡単ですが補足説明とさせていただきます。よろしくご審議くださいま

すようお願いします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 説明書を見ていると、今の説明のように、地域支援事業が始

まって、それへの移行の問題で一気に切りかえるということは全部１回審査し直

すということにもなるんで、それは大きなお金がかかるし、要するに手間もたく

さんかかるから、いわゆる計画どおり、認定評価の時期に合わせて移行するとい

うのはそれでいいと思うんですが。 

 ちょっと確認だけしたいんですが、一つは、給付は当初のあれではいわゆる介

護保険の、正規の介護保険やね。正規の介護保険って。行政がやる地域支援事業

ではなしに、介護保険会計のほうで持つことになるんですが、との差で給付の単

価に差をつける９割にしたいという話を前にされたことがあると思うんですが、

その９割にはなっていないのかというのが一つ。 

 もう一つ、ちょっとこれは予算書の中で１１２ページにあるんですけど、介護

保険における高額医療合算介護サービス費１００万円増額になってるんですけ

ど、とはどういう条件のときか。まあわからんわけではないですよ。ただ、介護

保険の場合は限度額が決まってるわけですね。家で、また施設に入って利用する
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ときに、ただ、療養病床に入っていたりして医療行為を受けたときにその上限が

決まるんかなと思うんですが、その辺どうなっているのか、ちょっとわかりやす

く説明していただくとありがたいんですが。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、介護給付と地域支援事業給付の違いといいま

すか、介護保険からどうのこうのと今おっしゃいましたけど、一つの介護保険の

中での事業となっております。地域支援事業のほうに移行したということで、こ

れは全国一律の介護給付サービスとは一線を画しますよというところで、市町の

努力によって新しいサービスを生み出しなさいということです。一部、国庫補助

金、国庫負担金等で２０％、２５％というところで違いは出てきますけれども、

利用者さんの負担については変わるところはございません。永平寺町の地域支援

事業のサービスとしましては、現行相当の通所サービス、訪問介護サービスで現

行と変わるところはございません。事業所さんのほうもそういったサービスをし

てくれております。 

 それと、新しく設けたのがＡ型ということで、基準を緩和したところのサービ

スです。これにつきましては単価を一部下げております。利用者さんも当然その

分は１割負担であったとしてもお安くサービスを受けられるということになりま

す。また、月額利用の負担であったものを１回当たりというところで算定するよ

うなことも努めております。現在、きのうの一般質問でもお答えいたしましたが、

Ａ型利用の方は残念ながらまだいらっしゃらない。現行相当の訪問介護、通所介

護を受けている方が１３名、２３名でしたか、いらっしゃるということでござい

ます。 

 それから、高額医療合算介護サービスですが、これは介護保険の利用の上限負

担額は月額決まっております。それから、利用者さんが加入している医療保険、

こちらのほうでも当然限度額が決まっております。それを合わせてこの高額医療

合算の場合の限度額を超えていた場合には介護のほうからお支払いしますよとい

う制度です。申請があった場合に出てきますので時期的なずれというのは出てき

ているんですけれども、医療と医療保険の限度額、それから介護保険の限度額、

これを超えた場合のサービスということでご理解ください。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） いわゆる地域支援事業ですが、Ａ型、今のところは利用者が
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一人もいない。それは事業者のほうが、サービス単価が若干下がって９割ぐらい

になれば引き下がれるわな、もう。事業者のほうがそれをするはずないじゃない

ですか、単価が下がるならと僕は思うんですよ。僕は事業者の側に立ってみると、

非常に都合のいい話で、そのうちに単価が低い事業については、経済的な状況を

考えながら事業者側のほうがその事業をやるかどうかというよりか、そういう人

を受け入れるかどうかを判断することになってしまうんじゃないですか。今は９

割ですけど、もっと差が出てくる可能性もこれからはあるわけですね。そういう

心配があるのが一つ。 

 高額医療合算ですけど、それはオーバーした分、介護保険から払うんですか。

医療から払うんではないんですか。介護保険のほうは、国の負担はたしか少ない

ですよ。単価も低いはずですから。医療のほうは国の負担はそれなりにあるんで

すが、国のほうから払ってもらうようにすべきではないんですか。そういう制度

ではないんですか。一方的に介護保険の保険者のほうが損するようになってるん

ですか。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 手続としては、介護側が窓口になってお支払いする

ということでございます。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 今回は補正で移行の問題であるんですが、ただ、こういうと

ころで地域支援事業の問題点も少しずつ見え出しているのかなというのだけは今

言いたくて言いました。高額医療のほうもちょっとした制度の矛盾というんか、

そういうなのを感じています。 

 ただ、今回のやつは補正ですからそんなに反対するつもりはないので、よろし

くお願いします。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 上坂君。 

○１番（上坂久則君） 総合事業にこれ、やむなしにこれは国の制度で変わるわけで

すから異を唱えてもしようがないんやけどね。ただ、国は、なるべくサービスを

利用させないで負担増を減らそうというね。そんなことを言うと国民から怒られ

るから言わんだけで、現実的にはそういうことですから。 

 それ見ると、今度は総合事業に行ったときに町独自でもやっぱり事業をできる

というふうになってるわけですから、今現在でこれやってるとか、あるいはこん
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なことをしたいなというのがあればね。なければ、また来年度の新年度、来年の

３月やね、そのときにしっかり聞きますから。 

 以上。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 地域支援事業の中で設けられるサービスというのは、

本当に市町独自でやれるということ、単価の設定も自由にする。それを担ってい

ただける事業者さんとかＮＰＯとか、それからボランティア団体、ボランティア

ではちょっと、有償ボランティアですね。そういった団体のほうに取り組んでい

ただけるメニューを提供する、開発していただいて、地域支援事業として指定を

するのか補助するのかというところで変わってきます。見守りだけを行うボラン

ティア団体がいらっしゃいました。そこに支援をするというのは可能になってき

ますし、市町が独自で必要なサービスを見つけていくという流れになってきます

ので、未来を明るく見れば無限にありますし、そういった可能性も出てきます。 

 生活支援体制整備事業というのに今年度から取り組んでおります。集落単位と

いいますかね、小学校区単位もしくはもう一つ小さく集落単位でも取り組めるメ

ニューが出てきたら、必要なサービスがあるということになってくれば、その辺

を体制を整備して新しくメニューをつくっていくということになります。今後、

皆さんの知恵を拝借しながらサービスをつくっていきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 ないようですから、これで議案第４４号、平成２９年度永平寺町介護保険特別

会計補正予算についての質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時  分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時０６分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 お諮りします。 

 本件について、第２審議を省略し、第３審議に付することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件を第３審議に付することに決定いたしました。 

～日程第３ 議案第４５号 平成２９年度永平寺町上水道事業会計補正予算につ

いて～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第３、議案第４５号、平成２９年度永平寺町上水

道事業会計補正予算についてを議題とします。 

 平成２９年度９月補正予算説明書に基づいて、補足説明があればこれを許可し

ます。 

 それでは、平成２９年度９月補正予算説明書の上下水道課関係、１３ページか

ら１４ページの補足説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） それでは、上水道事業会計補正予算についてご説明

をさせていただきます。 

 説明書の１３ページをお願いします。 

 収益的収入につきましては、道路改良工事に伴いまして仮設配水管の設置が必

要となりましたので、その仮設費用全額に対する財源としまして一般会計からの

負担金８６万８，０００円を計上するものでございます。 

 次に、１４ページをお願いします。 

 布設がえにより新たに布設する水道管の取得財源としまして、資産減耗相当分

を控除した一般会計からの負担金６７万１，０００円を資本的収入として計上す

るものでございます。 

 以上、上水道事業会計補正予算の説明とさせていただきます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） これは一つ恥ずかしい話なんですが、事業収益として８６万

８，０００円計上してあるんですね。工事費の資本的収入及び支出のところでの

建設改良負担金のその根拠というんですかね、それについては説明がなされてて

よくわかるんですが、その収益のほうに計上するのは、それを合わせて１５３万、

一般会計から支出した分ですが、それはどういう理由になるんでしょう。ちょっ

とわかりやすく説明していただくとありがたいんですが。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 
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○上下水道課長（原 武史君） 支障となる水道管等を布設がえする場合におきまし

て、例えば仮設が発生するとか給水管を布設がえしなければならない、こういっ

たものにつきましては、あくまでも収益的収支のところで原因者に対して全額負

担を求めているところでございます。 

 なお、水道本管自体が支障となって布設がえをするときでございますが、これ

につきましては上水道事業の資産となりますので、あくまでも資産減耗分につい

ては上水道事業が負担する。要は、残っている残存分相当分については原因者に

負担していただくということで、１４ページにもございますが、資産減耗相当分

を耐用年数をもとに計算しまして、その部分は上水道事業が負担する、残存分に

ついて原因者に建設改良負担金として負担を求めるというものでございます。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 実は、ちょっとそれを聞いたのは、老朽管がそれなりにもう

たくさんあると。それをどうしていくかというのが大きな課題だし、漏水の問題

も課題になってくる。この問題で言うと、工事の場合、どんなに古くなっても、

その資産価値がなくなっていてもちゃんと通さなあかんのやね。通すのはやっぱ

り原因者が１００％負担になるんでないか。通してくれればいいんですけど。そ

れは規格に合ったものを。まさか２０年使っていたら２０年使った管を持ってき

てつなぐわけじゃないんですから、それは当たり前の話です。 

 何でこんなことを言うかというと、老朽管の布設がえのときに旧松岡町は下水

にのせて全部上水道管をかえたんですね。それは減耗とかそういう計算なしに、

全部復旧という形でしたはずです。そういうことをしていかないと、僕はそれは

大変なメンテナンス、これは吉野堺の、今の中部縦貫道との関係やら新しい拡幅

した道路のところでも、町の上水道管の問題で何で復旧してくれんのやといった

ら、その補償分しかしてくれんのやという話がよく話題になったんですが、そこ

は独自の基準を設けて現況復帰してくれればいいよと一言言えるようにしといた

ほうがいいんじゃないですか、上水道としては。そうしないと大変になると思う

んですが。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 上水道事業におきましては、資産減耗といいますか、

毎年資産が耐用年数で経過していく分については減価償却費として費用計上して

いるところでございます。当然それにつきましては、そのまま一般的には留保資

金としてプールされ、その管を更新するときの費用として使うということでこれ
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までも事業をやっております。 

 今、松岡のときに下水道の布設がえにというご発言でございましたが、その下

水道に伴って布設がえをしたときにおいても、当然一般会計に負担を求める分に

ついては、このような資産減耗分を控除した額を負担していただいたという認識

でおります。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） そうではなかったと僕思いますけど、ここに前の、副町長よ

う知ってると思うんですが、それは現況復帰ということでいろいろ内緒の話もあ

るみたいですけれども、現況復帰という形でそれはのせたほうが単純に工事費が

安くなると、工事費が２分の１ぐらいになるという単純な計算と、その管の分の

負担だけで済んだと思うんですね。だから安く上がったという認識があるんです

が。余りそういう計算をせずに、いわゆる上水道会計に大きな負担を与えない有

利なやり方を選択したと。それは上水道会計だけでしてしまうんでなしに、例え

ば工事費の補助金なんかでそれなりに補助が受けられるということになれば、そ

れにきちっとして進められるようにしていく方法を考えていくことも、これから

先のことを考えるといいんではないかなと思って。 

 ぜひ上水道が損しないというんか、得する方法をぜひ考えてほしいなと僕は率

直に思うんで、こういうようなときに、２つ目の資産価値がどうのこうので減耗

がどうのこうのという計算すると、そこまでしなくていいやろう、現況復帰して

もらえばいいんでないかと率直に思うところがあるのでそういう、ちょっと提案

も含めてさせていただきました。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 当然上水道事業、下水道もそうですが、今後、改良、

耐用年数を迎えて更新となりますと多額の費用が発生するということは間違いご

ざいませんので、ご意見を参考に、企業会計として負担を軽減する方法があるな

らば、それについては検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、これで議案第４５号、平成２９年度永平

寺町上水道事業会計補正予算についての質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時１５分 休憩） 
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────────────── 

（午前１１時  分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 お諮りします。 

 本件について、第２審議を省略し、第３審議に付することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件を第３審議に付することに決定いたしました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時  分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時  分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 これをもちまして、本日の日程は全て議了しました。本日は、これをもちまし

て散会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれをもって散会することに決定しました。 

 本日はこれをもって散会します。 

 なお、あす９月８日から９月１１日までを休会としたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、あす９月８日から９月１１日までを休会とします。 

 ９月１２日は９時より本会議を開催いたしますので、ご参集のほどよろしくお

願いをいたします。 

 なお、休会中の８日に総務建設常任委員会、教育民生常任委員会を開きますの

で、よろしくお願いをします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

 暫時休憩いたします。 
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（午前１１時  分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時  分 再開） 

 （録音切れ） 

○議長（齋藤則男君） 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午前１１時２６分 散会） 

 


